
教員の養成の状況についての情報 

教育職員免許法施行規則第 22 条の 6 に規定されている情報を下記の通り公開する。 

 

第 1 号 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること 

■全学 

神戸女学院大学は、永久標語である「愛神愛隣」の精神のもと、高い教養と専門的知識、そして広い視野と的確な判断力を持ち、自らが身を置い

た事態や環境の中で、それぞれの使命を自覚し、地域社会や国際社会に貢献できるような女性の育成を教育理念としている。以上の理念に基づき、

本学では、優れた女性教員の養成を目的として教職課程を設置しており、教職課程を履修する学生を対象に、学年別の教職課程オリエンテーショ

ン、介護等体験及び教育実習の事前指導、現職教員による講演会の実施など、教職全般にわたるきめ細かな指導を行っている。 

 

▶文学部 英文学科、国際学部 英語学科 

中一種免（英語）・高一種免（英語） 

 本学は 1875 年の学院創立当初より書き言葉だけでなく話し言葉としての英語教育に力を入れてきた。その伝統を踏まえ、現在、本学文学部英文

学科および国際学部英語学科では、様々な場面で活かせる英語コミュニケーション能力と、生涯学び続けることへの意欲と自信につながる生きる

力を身に着けることを目指した教育研究活動を行っている。教職課程履修者は、本学科の講義を通して英語に関する幅広い知識や専門性を、海外

へのフィールドスタディでは主体性と協調性、コミュニケーション能力を、そして 3，4 年生ゼミでは、英語 5,000words 以上の卒業論文作成を通

して研究能力を、さらに、模擬授業も課される英語科教育法では、教案作成や授業観察・批評の演習におけるきめ細やかな指導の下、指導技術を修

得している。以上の修得内容に基づき、英語科教職課程の設置趣旨は、生徒の英語という言葉やそれにまつわる文化に対する興味・関心を向上さ

せることのできる中学校・高等学校英語科教員の養成にある。 

 

▶文学部 総合文化学科 

中一種免（社会）・高一種免（地理歴史）・高一種免（公民） 

中一種免（国語）・高一種免（国語） 

 本学文学部総合文化学科は、専門知識を追求すると同時に、専門外の隣接諸領域に関しても幅広い知識を高めることができる学びの形を提供し

ている。専門科目は、教育学や国際関係、歴史、文化、文学に関する専攻科目群など、計８専攻科目群から成る。履修者たちは、教職課程履修と関

連づけながら主専攻科目群として選んだ分野を深く学び、生徒の学びに対する興味・関心を向上させることのできる豊かな基礎知識を備えた専門

性の高い中学校・高等学校教員を養成することを目指している。社会・地理歴史・公民または国語のいずれかを選択した教職課程履修者は、本学科

の講義や演習を通してそれぞれに関する幅広い知識や専門性を修得し、卒業研究を通してそれぞれに関する研究方法を、さらに、教科教育法や教

育実習などを通して指導技術を修得する。 



▶音楽学部 音楽学科 

中一種免（音楽）・高一種免（音楽） 

本学音楽学部音楽学科においては、音楽実技、音楽専門科目、音楽教育、音楽ビジネスを中心に教育研究活動を行っている。教職課程履修者は本

学科の実技科目、講義、実習などを通して音楽に関する演奏法、表現法などを身に付け、さらに音楽科教育法、教育実習などを通し、指導技術を修

得する。これらに基づき、音楽教職課程の設置趣旨は、生徒の音楽に対する興味、関心を向上させ、さらには音楽実技のレベル向上を図ることので

きる中学校、高等学校音楽科教員の養成にある。 

 

▶人間科学部 環境・バイオサイエンス学科、生命環境学部 生命環境学科 

中一種免（理科）・高一種免（理科） 

 本学人間科学部環境・バイオサイエンス学科および生命環境学部生命環境学科では、女子学生を対象とした科学教育、とりわけ、環境科学と生

命科学の二つの柱を中心とした教育研究活動を行っている。教職課程履修者は、本学科の講義や実習を通して科学に関する幅広い知識や専門性を、

卒業研究を通して科学に関する研究方法を、さらに、理科教育法や教育実習などを通して指導技術を修得する。以上の修得内容に基づき、理科教

職課程の設置趣旨は、生徒の理科に対する興味・関心を向上させることのできる中学校・高等学校理科教員の養成にある。 

 

▶文学研究科 英文学専攻 

中専免（英語）・高専免（英語） 

 本大学院文学研究科英文学専攻では、シェイクスピアの時代から現代にいたる英米の文学作品、英語学・言語学の基礎理論・方法論、グローバル

理論、さらに通訳の理論と技術について専門的な教育研究活動を行っている。学部で既に中学校・高等学校一種免許を取得している大学院生は、2

年間の大学院教育を通して、広い視野に立った豊かな学識や研究能力の修得、及び、高度な専門職業能力を養うことを目的に実践的な研究を進め

ている。以上の修得内容に基づき、英語科教職課程の設置趣旨は、生徒たちの英語という言葉やそれにまつわる文化に対する興味・関心や、英語に

関連した研究意欲を向上させることができ、将来中学校・高等学校において中核的な役割を果たす英語科教員の養成にある。 

 

▶文学研究科 比較文化学専攻 

中専免（社会）・高専免（地理歴史） 

中専免（国語）・高専免（国語） 

本大学院文学研究科比較文化学専攻は、「自文化についての十分な理解」および「異文化理解、異文化とのコミュニケーション」を通じて比較文

化学研究を遂行する。比較文化学研究の基盤となる汎通性の高い学術領域である哲学・美学・思想・教育、歴史学、文学および社会科学の諸分野を

ふまえて横断的に学び、併せて日本文化を通文化的な視点からとらえ直すことができる本専攻での学びは、自国文化と他の文化の「あいだ」にお

いて知的に適切にふるまうことのできる学術的能力の獲得を可能とする。地理歴史の専修免履修者は自国文化についての諸研究と社会科学の手法

を用いた比較文化の諸研究、社会科の専修免履修者はそれに加えて思想や宗教学を比較文化的に扱う専門的知識を修得し、それぞれ修士論文を通

してそれらの知識を統合する術を研究実践によって獲得する。文学・思想研究と歴史研究を軸として、日本をはじめとする諸地域の個々の文化の



探究と、異文化理解の促進と深化を目指す本専攻が養成したいと考える力、すなわち自分自身の立ち位置を反省しつつ学術的知見を深めていった

先に可能となる「他者への開かれ」を導くような知性は、社会科・地理歴史科の専修免取得者が今日備えておくべき教育力にもつながると考えら

れる。 

また、文学研究科比較文化学専攻の前身である日本文化学専攻は、当時の学部のカリキュラムにおける「日本文化系」と「西洋文化・思想史」の

上層に設置された課程であり、当初より日本文化の専門研究と関わりが深い。比較文化学的なアプローチによる日本文化研究を目指す課程として

設置された本専攻は、その教育課題として、日本文化の深層構造の解明と異文化コミュニケーションの達成を掲げ、文化・思想・宗教・伝統・習

俗・歴史・芸術その他の視点から、日本、東洋、西洋を比較研究することを通じて、現代人に求められる比較文化学的な思索と判断力の基礎的な研

究の場を提供してきた。また日本文化についての十分な理解の涵養と、異文化理解、異文化コミュニケーションの深化を促進することを念頭に置

き教育を行ってきた。本課程履修者は、「話す・聞く」、「書く」「読む」という言語活動に直結する力を養いながら総合的な国語力を培い、伝統的な

言語文化に関わる事柄を含む教科「国語」に関する高度な専門的知識を学ぶとともに、教科「国語」に関わる事柄をテーマとした修士論文作成を進

めることによって、国語を正確に理解し適切に表現する能力を育成し、伝える力、書く力を高めていくことができる。こうした学びを通じて養成

されるのは、国語に対する深い認識と、国語を尊重する姿勢である。本課程ではこのように、国語科専修免許取得者に求められる総合的な資質開

発を積極的に行いつつ、教育現場で要請される幅広い教養、汎用性と応用力を備えた指導力を育成し、より専門性の高い教科「国語」への教育力を

有する人材を輩出することを目指している。 

 

▶人間科学研究科 人間科学専攻 

中専免（理科）・高専免（理科） 

 本大学院人間科学研究科人間科学専攻では、人間の心や行動、身体、さらに人間をとりまく環境について専門的な教育研究活動を行っている。

中学校・高等学校理科教員の養成に関わるのは、環境科学の分野である。学部ですでに中学校・高等学校一種免許を修得している院生は、2 年間の

大学院教育を通してより専門的な知見を深化させる。教職課程履修者は、本研究科の講義や実習を通して科学に関する高度な専門性を、修士論文

の作成や学会発表を通して科学に関する高度な研究手法を修得する。以上の修得内容に基づき、理科教職課程の設置趣旨は、生徒の理科に対する

興味・関心や科学に関連した研究意欲を向上させることができ、将来中学校・高等学校において中核的な役割を果たす理科教員の養成にある。 

 

▶音楽研究科 音楽芸術表現専攻 

中専免（音楽）・高専免（音楽） 

本大学院音楽研究科音楽芸術表現では器楽、声楽、作曲といった個々の専攻を設けず、有機的に「音楽芸術表現専攻」の一専攻とし、学生が各々

の研究成果を持ち寄り交流し、刺激し、啓発しあうことを重視し、音楽を総合的に理解し把握する力を養うための組織や科目構成を行っている。

学部で中学校、高等学校一種免許を修得している大学院生は、２年間の大学院教育を通じ、より専門的な実技レベルを高め、幅広く知見を深める。

以上の修得内容に基づき、音楽教職課程の設置趣旨は、生徒の音楽に対する興味・関心、研究意欲を高め、音楽実技レベルを向上させ、中学校・高

等学校において、より専門性の高い音楽科教員の養成にある。 



第２号 教員の養成に係る組織及び教員の数、各教員が有する学位及び業績並びに各教員が担当する授業科目に関すること 

 

 

  

●教職専任教員の業績 

教育の特徴 > 教員一覧 

https://www.kobe-c.ac.jp/learning/kyoin


第 3 号 教員の養成に係る授業科目、授業科目ごとの授業の方法及び内容並びに年間の授業計画に関すること 

 

●授業担当者・内容・方法及び年間の授業計画 

情報公開 > 教育課程 > シラバス 

 

●教職課程科目一覧 

 

https://kclip.kobe-c.ac.jp/up/faces/login/Com00501B.jsp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 



 

 



 



 

 



 

 



 

 

 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



第 4 号 卒業者の教員免許状の取得の状況に関すること 

 

●教員免許状取得者数（※個人申請は含まない） 

 

 

第 5 号 卒業者の教員への就職の状況に関すること 

 

●教員への就職状況（2024 年度）             

 

 

 



 

 

●教員採用試験合格実績／現役生（2024 年度）            ●常勤講師採用実績／現役生（2024 年度） 

        

 

 

 

 

 

 

●教員採用試験合格実績／卒業生（2024 年度） 

試験 校種 教科 人数 

兵庫県 高等学校 国語 1 名 

大阪府豊能地区 中学校 社会 1 名 

 

 

 

第 6 号 教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組に関すること 

 

●教職センターについて 

大学紹介 > 附属機関 > 教職センター 

 

●教員採用試験特別対策講座について 

附属機関 > 教職センター > 教員採用・ボランティア ＞ 教員採用試験特別対策講座 

 

●学校ボランティアについて 

附属機関 > 教職センター > 教員採用・ボランティア ＞ 学校ボランティアについて 

試験 校種 教科 人数 

兵庫県 中学校 英語 1 名 

兵庫県 中学校 国語 1 名 

大阪府豊能地区 中学校・高等学校 音楽 1 名 

福井県 小学校 － 1 名 

試験 校種 教科 人数 

神戸市 小学校 音楽 1 名 

神戸市 中学校 音楽 2 名 

西宮市 中学校 社会 1 名 

大阪市 中学校 特別支援 2 名 

私立（大阪府） 中学校・高等学校 国語 1 名 

私立（大阪府） 中学校・高等学校 理科 1 名 

私立（京都府） 中学校・高等学校 国語 2 名 

https://www.kobe-c.ac.jp/about/organizations/t-center/
https://www.kobe-c.ac.jp/about/organizations/t-center/t-recruit-volunteer/
https://www.kobe-c.ac.jp/about/organizations/t-center/t-recruit-volunteer/
https://www.kobe-c.ac.jp/about/organizations/t-center/t-recruit-volunteer/

